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    第一章 風が吹けば桶屋が儲かる

    河沿いの木陰に座り込んで手元にある小石を河に投げ込む。

    投げ込まれた石は、投げ込んだ者の考えとは関係なく、河の流れに新たな波を作る。

    小石が作った波はすぐに消え、そこに波があったことは誰の記憶にも残らない││それこそ、一度見聞きしたことを決して忘れない稗田阿求(
            ひえだのあきゅう
            )
        でもなければ。

    しかし、もっと大きい石を投げ込んだらその水しぶきが、波が、第二、第三の波を作るだろう。

    さらに大きな岩を投げ込んだら、水底にとどまるどの大きな岩なら、流れ自体が変わるかも知れない。そして、新たな流れの中に、大小さまざまな新たな波が生まれるだろう。

    今回話すのは岩が作り出した文字通りの余波、小さな波の話。

    

    最初の石は月の兎。博麗の巫女に拾われ竹林の医者の元へたどり着いた。

    その石は将棋倒しのように次々と状況を変化させ、やがて大きな岩を動かした。永遠に幼い吸血鬼の月旅行ロケット。

    しかし、それは偽り岩。大きな音と波は目をそらすための張りぼて。だから水面に突っ込むとそこで壊れてしまった。

    偽りの岩に隠れて、第二の岩とそのお供が月へ向かった。実はこの第二の岩こそが、第三の岩から目をそらすための、正真正銘の張りぼてなのだが、それはまた、別のお話。大事なのは、第二の岩。

    第二の岩の正体は、妖怪の賢者、お供はその式神。幻想郷の結界を管理する者と代理人。二人がそろって月へと行った。

    俗に「儚月抄」として知られる話であるが、しかし、それは今日の話とは関係のないこと。いまはその裏で、そのあとで何があったかを語ろう。

    

    幻と実体の境界、常識と非常識の境界に、その時、本来結界の中に入ってきてはいけない物がやってきた。

    外の世界では一度成功したと伝えられ、そしてやはり夢だったとして一度幻想郷に入ってきた存在、複製(
            クロン
            )
        人間。

    幻想郷の結界を管理する者か代理人がいれば、排除されたであろう論文が、この郷に入り込んだ。

    これが裏の話。季節は冬、去年の出来事。

    

    時計を今に進めよう。

    季節は夏。月に挑み、敵わず儚む妖怪たちの起こした波の余波、小さな波のお話。


    第二章 魚心あれば水心あり

    霖之助(
            りんのすけ
            )
        はじっとりとした汗をかいている自分に気が付いた。

    どうやら客の来ない暇な店番の最中に居眠りをしてしまったようで、読んでいたはずの本は足元に落ちている。

    嫌な、夢を、見た。

    いつのまにそこにあったのか、焦点の定まらない目で机の上の灰色の狐の面をみていると、汗をすって胸に張りついた服が急に気持ちの悪いもののように思えてきた。

    ふと、暦を見ればもうお盆である。お盆といえば先祖供養であり、現れる霊もご先祖様であろうが、中にはいたずら好きの先祖もいて、子孫に悪夢をみさせて喜んでいる、なんてことだってあるのかも知れない。

    幻想郷も新暦に移行して久しいが、果たして幽霊たちは新旧どちらの暦で現世へ戻ってくるのだろう。外の世界の本によれば、あまりに人が増えすぎたため、最近は休みをずらして里帰りするのが流行っているようだが、増えすぎた幽霊たちも新旧分かれて現世へ戻ってきていると考えると、多少は愉快だ。

    ぼんやりとした頭で詮の無いことを考えていると、店の扉が開かれ、少女が一人で入ってきた。

    当代稗田家当主にして、御阿礼(
            みあれ
            )
        の子、阿求。

    今からおよそ一三〇〇年前、一度見聞きしたことを決して忘れない求聞持の能力を時の天皇にみいだされて古事記を誦習した稗田阿礼(
            ひえだのあれ
            )
        。

    その稗田阿礼が数百年に一度、稗田家に黄泉返った存在こそが御阿礼の子であり、今店に入ってきた阿求こそが、九回目の転生を経た姿である。

    「この本を探しているのですが」

    まだ多少頭の働かぬといった様子の霖之助であったが、阿求に五冊ほどの本の名前が箇条書きになっている紙を渡されると、立ち上がって書名を音読しながら店の本棚を探し始めた。

    実のところ、阿求はその本棚を先日見ており、本の並びを覚えていたので、最後の一冊以外は自分で取り出すことができたのだが、敢えて知らぬ振りをして黙ってその様子を見ていた。

    「この、上から」そう言って霖之助は本棚から振り返り一冊ずつ阿求に表紙を見せる。「四冊まではここにある。ちなみに、これは」そう言って三百年ほどの前のイングランドの自然哲学者の名を冠した科学雑誌を阿求に渡す。「雪の中から拾ったものだから痛みが激しい。だから残り三冊を売り戻してもらえるならこの一冊の御代は無料にしよう」そう言って霖之助は残りの三冊の本を手に机に戻った。

    彼が商う物の中で本は多少特殊で、一部の魔道書を除いて本は読めば用済みになることが多い。特に一度読めば内容を全て憶えることが出来る阿求であれば尚更である。

    そこで、香霖堂(
            こうりんどう
            )
        では買い戻すことを前提に本を売る場合がある。ありていに言えば貸本である。

    「ええ、それでお願いします。それより五冊目なのですが」

    阿求のその言葉を聴いて霖之助は紙に目を落とす。

    「残念ながら、この本は無いね。覚えも無いから、この本はうちで商った事がない筈だ」

    君と違って僕は忘れることが有るけれどね、と付け加えて霖之助は阿求に渡した一冊を受け取ると、四冊を纏めて普通の和紙で、その上から油紙で包み始める。

    その様子をみて、阿求が改めて窓の外を見ると、空には大きな入道雲が見えた。

    「ええ、こちらに無い事は存じ上げています。また、何処にあるかも知っていますので、お手数ですが仕入れて欲しいのですが」

    霖之助の顔があからさまに曇る。さとりの妖怪でなくても、彼が心の中で「嫌な予感がする」と思っていることは明らかだった。

    「実はこの本、つい先日まで紅魔館にありまして、館のメイド長を通じて貸してくださるようお願いしたのですが、先日││」

    「ああ、いやいい」

    目を伏せた霖之助が話を遮ったが、阿求はそれを無視して話を続けた。

    「ところが先日、全く同じ本を魔理沙(
            まりさ
            )
        さんが持ってらっしゃる事が分かりまして、そこで知り合いの香霖堂さんに仕入れて頂きたいのです」

    「だったら君が直接彼女に頼めばいいんじゃないかな」

    霖之助は精一杯の笑顔で答えたが、明らかに商売用の笑顔であって、先ほどの嫌な予感が的中し心中穏やかでないことは傍目にも明らかだった。主な理由は二つ。

    一つ。目の前の稗田家当主は非常に上客で、多少の無理であれば断れない事。

    二つ。彼の知人である霧雨魔理沙は沢山の肩書を持っていて、その中に泥棒が入っている事。

    盗品をそれと知って買う事は出来ないし、もし、買ったものが後に盗品と解ったら正当な持ち主に返さねばならない。

    そんな霖之助の笑顔を無視して、阿求は机の上に今日の本の代金をおく。

    その代金は目の前に包まれた四冊の本に、最後の一冊の本の代金を加えても、もう少し多い代金だった。

    「こちらの商品で有れば、もし、紅魔館のメイドがきても、自信をもって本の出自を説明できます」

    「三日で」

    うなだれて霖之助は力なく言った。

    「三日あれば、全ての内容を覚える事ができるでしょう」

    観念したように机の上の代金に手を伸ばし、最後に置かれた代金を阿求に差し出す。

    「これはお釣りです」

    「お約束しましょう。二日でお返しに上がります」

    阿求が釣りを受け取らずに店を出ようとした時、新たな来客があった。幾度もの転生を繰り返す阿求には顔なじみの、地獄の死神である。


    第三章 ふたりの頭はひとりに勝る(
            Two heads are better than one
            )
        

    その日阿求が自分の布団で目を覚まし、いつの間に眠ってしまったのだろうと起きだすと、すぐ傍に座卓を置いて何やら書いていた阿求が「こんにちは」と声をかけた。

    「あなた、里で倒れていたところをここに運ばれてきたのよ。私と同じにね。そして私の方が少し先に目が覚めた」

    いま起きた阿求は、正座した姿勢のまま座卓から振り返った阿求をしばらく無言で見つめたあと、やっと声に出して言葉を発した。

    「あなたは誰」

    「私は、稗田阿求。勿論、あなたも稗田阿求。二人とも稗田阿求」

    「二人とも、稗田阿求︙︙」

    「そう。どちらかが偽物という訳ではなく、二人とも正真正銘、稗田阿求」

    「それについては、こっちで説明するよ」

    廊下から声がし、勝手知ったる調子で二人組が現れた。片方は自主的に仕事を休み現世に遊びに来る三途の河の渡し守、小野塚小町。もう一方は馴染みがなく、小町と同じ死神の装束に身を包んでいるがそれよりも特徴的なのはその頭で、霖之助の店にあった灰色の狐面をつけていて、顔を見ることはできなかった。身の丈は阿求と同じであろうか。

    「そっちの阿求には」と小町は座卓の前の阿求に顔を向ける。「既に説明したけれど、確認のためにも、もう一度」

    小町はそう言って灰色の狐面を残して部屋に入り、阿求たちの前にどっかりと胡坐をかいて座る。

    「まず、お前たちは二人とも、正真正銘の稗田阿求で、偽者とかよく似た他人じゃない」

    そこで小町は二人を見渡す。

    「河童たちが人間を複製する技術を手に入れた。その技術はそれだけなら肉体を複製するだけで魂は宿らない。筈だった」

    既に聞いているのであろう座卓の阿求は自分の理解が正しいかどうかを確かめるように、床から体を起こした阿求は初めて聞く小町の話を神妙な面持ちで聞いた。廊下の灰色の狐面もいつの間にか廊下に正座している。

    「ところが盂蘭盆(
            うらぼん
            )
        になって霊の里帰りが始まると、相性のいい子孫の、魂の空いている体に霊が入り込む問題が起こった。こうして、複製(
            クロン
            )
        人間が作られていることが死神(
            こっち
            )
        の知る所となった訳なんだが︙︙、お前たちの場合は本人だったのがまずかった。本人の体に本人の霊が入ったから、そのまま本人になっちまった」

    「確かに、私、稗田阿求は稗田阿礼でもありますが、だとすれば逆に、稗田阿礼の魂は、すでに阿求として現世に来ているのでは」

    床の阿求が口にすると、座卓の阿求が小さく首を横に振る。

    そのまま座卓の阿求が説明するかと思い、小町は少し間を空けたが、座卓の阿求はそのまま黙っていたので、当初の予定通り自分で説明を続けることにする。

    「お前さんたちが、単なる人間が転生した姿だったらそうなのだろうけれど、稗田阿礼は一三〇〇年前に古事記を踏襲した偉人で、外の世界では神社で祀られる神だ。つまり、お前たちの魂は、幽霊じゃなくて、神霊の域に達している」

    「つまり、社に勧請するなり、巫女が降ろすなりすれば、幾らでも分霊(
            わけみたま
            )
        が宿る︙︙」

    「そう。そして降りた先が本人だったので、そのまま本人として転生してしまった、と言う訳だ」

    「でも、だとしたらどうして私たちにはお盆より前の記憶があるの」

    「そうだわ、私には春より前からの阿求の記憶がちゃんとある。あなたにもあるのね」

    座卓の阿求が、小町が話を始めてから初めて口を開くと、床の阿求がそれに続き、座卓の阿求が「ええ、あるわ」とその質問に答える。

    「うーん、つまり、神社にお参りすると、神様にその願いが届くだろ」

    小町が言葉を探しながら説明する。

    「人間としての稗田阿求はその頭の中の記憶しかないんだが、神としての稗田阿礼尊はそこであったことをすべて把握していて、そのすべてを把握する稗田阿礼尊の分霊が体に入って、体に見合った記憶が残った結果、稗田阿求本人になった、と言う事になるな、言葉にして説明すると」

    当の阿求たちには自覚がないのだが、魂に関しては専門家である死神の説明を受け、そんなものかと納得していると、小町は頭を掻いたり、目線を動かしながら続きを話し始めた。

    「それで、言いにくいんだが︙︙」

    床の阿求が座卓の阿求を見ると、そちらもここから先は聞いていなかったと見えて、小さく首を横に振る。

    「盆が終わって現世に残れるのは、ただ一人なんだ」

    阿求たちは、驚いた様子もなく小町を見つめ、話をうながす。この死神が同僚を連れて来ている、とは仕事をしに来ていると言う事であり、不意に増えてしまった阿求のどちらかを連れ戻しに来たこと自体は、その姿をみた時から容易に想像がついたし、逆に死神がそんな話を言いにくいという理由が分からない。

    「先ほど言った通り、お前たちは二人とも本物の稗田阿求で、二人に違いは全くない。だから、最後に一人残れば、誰を連れて帰ってもいいし、逆に言えば、いまどちらも死ぬ運命と言う訳でもなく、私が勝手に決める訳にも行かないんだ」

    「つまり、どちらが死ぬか、私たちが自分で決めないといけないのね」

    二人の阿求は殆ど同時にその考えに至ったようだが、床の阿求が代表して問うと、小町は「まあ、大体そんな感じだ」と答える。

    期限は送り盆まで、それまでに阿求たちで誰が残るかを決め、彼岸に戻る阿求は、中有の道を抜け、三途の河まで来ること。その間、例えば脱走や、自分が生き残るために相手を殺したり、相手を生き残すために自殺したり、と言う事故を防ぐために臨時の死神を一人置いていくことを小町は事務的に説明する。

    「まあ、監視は必要ないと思っているが、死神(
            こっち
            )
        の都合として了承してくれ」

    そう言って、ずっと廊下で待機していた灰色の狐面の少女が紹介される。少女は声を発さず、小さく頷いて挨拶をした。

    「そんな訳で、四六時中監視すると言う訳でもないし、空いている客間があれば借りられるとありがたい」

    「ところで」話に一区切りついた後、死神を見送るときに門前で阿求が念を押して確認する。「二人とも全く同じなのね」

    「そうだ。少なくとも二人とも倒れて運ばれる所までは記憶も体も全く同じ、同一人物だ。だから、どちらかが正解、と言う事はない」

    「でも、だとしたら、どうやって私たちは一人を選ぶの」

    「そこはほら、当人たちが納得するまで考えてくれ」小町は振り返って言う。

    「『ふたりの頭はひとりに勝る(
            Two heads are better than one
            )
        』って奴だ」


    第四章 夏は夜 月の頃はさらなり 闇もなほ (枕草子 / 清少納言)

    その晩、二人は、二人の違いを徹底的に調べた。二人の記憶に違いはないか、古傷の有無に違いはないか。

    阿求の知識では複製(
            クロン
            )
        人間は歳の離れた双子を作る技術の筈であり、双子程度にはどこかに違いがあるはずだったが、残念ながら求聞持の能力をもってしても決定的な違いを見つけることはできなかった。

    「念のため、あなたにも確認したいのだけれども、私たちは本当に同一なのね」

    阿求が脇に控えていた狐面の死神に確認すると、相手はゆっくりと頷く。

    「重ねて確認したいのだけれども、どちらが残っても結果は同じなのね」

    すると、狐の面は再び上下にゆっくりと動く。

    「さらに重ねて。わざわざルールの説明があり、わざわざあなたが残った。小町は『どちらかが正解、と言う事はない』と言ったけれど、それでも何か考える価値があるのね」

    すると、狐面の少女は三度は頷かず、あいまいに、首をかしげるのだった。


    第五章 夏河を 越すうれしさよ 手に草履 (与謝蕪村)

    それから数日が過ぎ、期日となった。

    私は一足先に稗田家を後にし、中有の道を抜けて三途の河原にたどり着く。この数日ですっかり馴染んだ狐面をわざとずらして夏の陽を遮り、先に来ている筈の小町を探すと、木陰から、河に小石を投げ込んで暇をつぶしていた。

    ぴちゃり、ぴちゃり、ぴちゃり。

    もっと大きな音を立てても良さそうなものなのに、石を投げ込んでも三途の河は殆ど音を立てない。あゝ、もっと大きな石が、さらに大きな岩があれば、あの河も大きな音を立てながら水しぶきを上げるかも知れない。私はそんな詮の無い自分の空想に苦笑いする。

    やがて、朝と昼の間の頃になると、中有の道を抜けて、二人の阿求がこちらに来た。これから彼岸へ渡る身が安全を心配するのも奇妙な話であるが、傍らにはおそらく護衛であろう藤原妹紅(
            ふじわらのもこう
            )
        の姿も見える。普段は迷いの竹林で自警団を務める彼女をこんなところで見るのも珍しい。そして私は、あゝ失敗してしまったのだな、と思う。

    「二人ともがくる必要はなかったんだが、どちらが戻るんだ」

    小町が形式的に二人の阿求に聞くと、阿求は二人ともが「二人とも」と答える。「だって私たちは二人とも、複製(
            クロン
            )
        なのだから」と。

    「二人の違いは求聞持の能力でも見つけることができませんでした。そして、その内一方が複製(
            クロン
            )
        と言う事は、完全に同じもう一方も、やはり複製(
            クロン
            )
        と言う事。本物は││」一方の阿求が説明すると、もう一人の阿求が私に近づき、私の面を取って呼びかける。「あなたがお盆の前からいた私ね」

    おそらく既に説明を受けていたのであろう妹紅に驚いた様子はなく、初めからすべてを知っていた小町は私たちの結論を待っている。

    私は最初ずるいと思った。この世に改めて現れた二人の私に対して「私が先にいたのだから」と私が残るのはずるいと思った。

    御阿礼の子として転生が約束されている私たちにとって、死は絶対ではない。百年以上の永い年月を要するが、私たちの転生は概ね約束されており、既に現世に十分いた私が、二人に生き残る機会も与えないのはおかしいと思った。

    しかし、一方でもし私が複製(
            クロン
            )
        なら、最初からいた阿求が残るべきだというだろう。

    だからあの日、私は事情を説明しに来た死神に、誰が残るか二人が決められるよう、お願いした。その時、道具屋の店主に頼み、自分の正体を隠すため灰色の狐面を借りた。

    「こうなったら、仕方がないな」

    小町が私に声をかける。

    「あなたと同じよ。」面を取った阿求が私に話しかける。「私たちも御阿礼の子、死は絶対ではない。あなたを卑怯だとも思わない。だってあなたは私なのだから」

    「でも、だったらどうして私たちは泣いているの」

    静かに涙をこぼすと、妹紅が優しい声で教えてくれた。

    

    「お前たちが、人間だからだ」


    第六章 乃左手持巵(
            左手に盃を持って
            )
         右手畫蛇曰(
            右手で蛇を画いて曰く
            )
         吾能爲之足(
            私はこれに足も画ける
            )
         (戦国策 斉策)

    さて、ここからは今回とは別の波のおはなし。

    

    複製(
            クロン
            )
        人間を作っていた河童たちの研究室はそれから程なくして閉鎖され、河童と、河童をそそのかした天狗と、天狗をそそのかした魔法使いと、魔法使いと一緒に「参拝客倍増計画」なる悪巧みをした巫女は閻魔直々に有りがたいお話を聞くこととなった。

    研究室の目覚めなかった死体と、魂が三途の河を渡った阿求たちの体は、いまさら複製元の家に戻しても迷惑であろうと秘密裏に無縁仏として葬られることになったが、冥府に近い無縁塚に葬って再び迷った霊が入り込んでも厄介なので山の麓に名を記さない墓が作られ葬られた。

    この措置は、残された阿求が墓参りし易いようにとの配慮もある。

    

    次の夏、再びお盆の季節。

    阿求が墓に花を手向けると、一人の尼僧が現れた。

    阿求が尼僧に供養を依頼すると、尼僧は阿求に思いがけない依頼をするのだが、それはまた、別のお話。
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